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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信装置と、前記通信装置とネットワークを介して通信経路が形成される相手装置と、
前記通信装置と連携して動作する情報処理装置と、前記通信装置と前記相手装置との間の
通信経路および前記通信装置と前記情報処理装置との連携を管理する管理装置とを備える
通信システムであって、
　前記情報処理装置は、
　前記相手装置への接続要求の発信操作を受け付ける第１操作制御部と、
　前記発信操作を受け付けた場合、前記相手装置を示す識別情報を含む発信依頼メッセー
ジを前記管理装置に送信する第１メッセージ処理部と、
　を有し、
　前記管理装置は、
　前記発信依頼メッセージを前記情報処理装置から受信した場合、前記発信依頼メッセー
ジの送信元の前記情報処理装置と連携されている前記通信装置を特定し、特定した前記通
信装置に前記発信依頼メッセージを送信するメッセージ仲介部
　を有し、
　前記通信装置は、
　前記発信依頼メッセージを前記管理装置から受信する第２メッセージ処理部と、
　前記発信依頼メッセージを受信した場合、前記発信依頼メッセージに含まれる前記識別
情報に示される前記相手装置を通信相手として指定した前記接続要求を前記管理装置に発
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信する呼制御部と、
　を有し、
　前記管理装置は、
　通信相手として前記相手装置が指定された前記接続要求を前記通信装置から着信した場
合、前記相手装置に前記接続要求を発信し、前記接続要求に対する了承応答を前記相手装
置から着信した場合、前記了承応答を前記接続要求の差出元である前記通信装置に発信す
る呼仲介部をさらに有し、
　前記通信装置は、
　前記了承応答を着信した場合、前記相手装置との間の通信経路を形成するコネクション
形成部をさらに有し、
　前記管理装置における前記呼仲介部は、通信相手として前記通信装置または前記情報処
理装置が指定された前記接続要求を前記相手装置から着信した場合、前記接続要求を前記
通信装置に発信し、
　前記通信装置における前記呼制御部は、前記接続要求を着信し、
　前記通信装置における前記第２メッセージ処理部は、前記接続要求を着信した場合、着
信通知メッセージを前記管理装置に送信し、
　前記管理装置における前記メッセージ仲介部は、前記着信通知メッセージを前記通信装
置から受信した場合、受信した前記着信通知メッセージの送信元の前記通信装置と連携さ
れている前記情報処理装置を特定し、特定した前記情報処理装置に前記着信通知メッセー
ジを送信し、
　前記情報処理装置における前記第１操作制御部は、前記着信通知メッセージを受信した
場合、着信を了承する了承操作または着信を拒否する拒否操作を受け付ける
　通信システム。
【請求項３】
　前記情報処理装置は、前記第１操作制御部が前記接続要求の前記発信操作を受け付けた
場合、発信中ダイヤログの表示を開始する第１表示制御部をさらに有し、
　前記通信装置は、前記発信依頼メッセージを受信した場合、発信中ダイヤログの表示を
開始する第２表示制御部をさらに有する
　請求項１に記載の通信システム。
【請求項４】
　前記通信装置は、
　前記相手装置への前記接続要求の前記発信操作を受け付ける第２操作制御部
　をさらに有し、
　前記通信装置における前記呼制御部は、前記第２操作制御部が前記発信操作を受け付け
た場合、前記相手装置への前記接続要求を前記管理装置に発信する
　請求項１に記載の通信システム。
【請求項５】
　前記通信装置における前記第２メッセージ処理部は、前記接続要求を送信した場合、発
信通知メッセージを前記管理装置に送信し、
　前記管理装置における前記メッセージ仲介部は、前記発信通知メッセージを受信した場
合、受信した前記発信通知メッセージの送信元の前記通信装置と連携されている前記情報
処理装置を特定し、特定した前記情報処理装置に前記発信通知メッセージを送信し、
　前記情報処理装置における前記第１メッセージ処理部は、前記発信通知メッセージを受
信し、
　前記情報処理装置は、前記発信通知メッセージを受信した場合、発信中ダイヤログの表
示を開始する第１表示制御部をさらに有し、
　前記通信装置は、前記第２操作制御部が前記接続要求の前記発信操作を受け付けた場合
、発信中ダイヤログの表示を開始する
　請求項４に記載の通信システム。
【請求項７】
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　前記情報処理装置における前記第１メッセージ処理部は、前記第１操作制御部が前記了
承操作を受け付けた場合、了承依頼メッセージを前記管理装置に送信し、
　前記管理装置における前記メッセージ仲介部は、前記了承依頼メッセージを前記情報処
理装置から受信した場合、受信した前記了承依頼メッセージの送信元の前記情報処理装置
と連携されている前記通信装置を特定し、特定した前記通信装置に前記了承依頼メッセー
ジを送信し、
　前記通信装置における前記第２メッセージ処理部は、前記了承依頼メッセージを前記管
理装置から受信し、
　前記通信装置における前記呼制御部は、前記了承依頼メッセージを受信した場合、前記
接続要求に対する前記了承応答を前記管理装置に発信し、
　前記管理装置における前記呼仲介部は、発信した前記接続要求に対する前記了承応答を
前記通信装置から着信した場合、前記了承応答を前記接続要求の差出元である前記相手装
置に発信し、
　前記通信装置における前記コネクション形成部は、前記了承応答を発信した場合、前記
相手装置との間の通信経路を形成する
　請求項１に記載の通信システム。
【請求項８】
　前記通信装置は、前記接続要求を着信した場合、着信を了承する前記了承操作または着
信を拒否する拒否操作を受け付ける第２操作制御部をさらに有し、
　前記通信装置における前記呼制御部は、前記第２操作制御部が前記了承操作を受け付け
た場合、前記了承応答を前記管理装置に発信する
　請求項７に記載の通信システム。
【請求項９】
　前記情報処理装置は、前記第１操作制御部が前記了承操作を受け付けた場合、前記接続
要求に対する前記了承応答を前記管理装置に発信する処理装置内呼制御部をさらに有し、
　前記管理装置における前記呼仲介部は、発信した前記接続要求に対する前記了承応答を
前記情報処理装置から着信した場合、着信した前記了承応答を前記接続要求の差出元であ
る前記相手装置に発信し、
　前記情報処理装置における前記第１メッセージ処理部は、前記了承応答を発信した場合
、了承通知メッセージを前記管理装置に送信し、
　前記管理装置における前記メッセージ仲介部は、前記了承通知メッセージを前記情報処
理装置から受信した場合、前記了承通知メッセージの送信元の前記情報処理装置と連携さ
れている前記通信装置を特定し、特定した前記通信装置に前記了承通知メッセージを送信
し、
　前記通信装置における前記第２メッセージ処理部は、前記了承通知メッセージを前記管
理装置から受信し、
　前記通信装置における前記コネクション形成部は、前記了承通知メッセージを受信した
場合、前記相手装置との間の通信経路を形成する
　請求項１に記載の通信システム。
【請求項１０】
　前記情報処理装置は、前記着信通知メッセージを受信した場合、着信中ダイヤログの表
示を開始する第１表示制御部をさらに有し、
　前記通信装置は、前記相手装置から前記接続要求を着信した場合、着信中ダイヤログの
表示を開始する第２表示制御部をさらに有する
　請求項１、３、４、５、７、８または９に記載の通信システム。
【請求項１１】
　請求項１、３、４、５、７、８、９または１０に記載の通信システムに備えられる情報
処理装置。
【請求項１２】
　コンピュータを、請求項１１に記載の情報処理装置として機能させるためのプログラム
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。
【請求項１３】
　請求項１、３、４、５、７、８、９または１０に記載の通信システムに備えられる通信
装置。
【請求項１４】
　コンピュータを、請求項１３に記載の通信装置として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信システム、情報処理装置、通信装置およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ネットワーク環境の進展に伴い、テレビ会議等の遠隔コミュニケーションが広く利用さ
れている。このような遠隔コミュニケーションを行うための機器として、テレビ会議の機
能に特化した専用の通信装置が存在する。専用の通信装置は、高機能のカメラおよびマイ
クロフォンを備え、テレビ会議において高品質な音声および画像を提供することができる
。
【０００３】
　また、このような専用の通信装置ではなく、スマートフォン、タブレットまたはノート
型コンピュータ等の汎用の情報処理装置を用いて遠隔コミュニケーションを行うこともで
きる。このような汎用の情報処理装置は、操作性が優れており、テレビ会議の準備段階に
おける操作を簡単に行うことができる。また、汎用の情報処理装置を用いた場合、利用者
のアカウントを用いてテレビ会議等に参加することができる。従って、汎用の情報処理装
置を用いた場合、その利用者が個人で管理しているアドレス帳等を用いて、テレビ会議の
準備段階における相手側の装置とのやり取り等をすることができる。
【０００４】
　特許文献１には、複数の携帯型電子装置に対して容易に種々の機能に係る動作設定をす
ることができるシステムが記載されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、利用者は、専用の通信装置の操作に慣れていない場合がある。この場合、利
用者は、テレビ会議の準備段階における操作等に手間取ってしまう。また、専用の通信装
置は、通常、会社または組織等により管理されている。このため、専用の通信装置を用い
て、利用者が個人で管理しているアドレス帳に登録されている接続先にアクセスする場合
、専用の通信装置に接続先のアカウント等を手入力しなければならなかった。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、通信装置と相手装置との間で通信経路
を形成する場合に、通信装置とは異なる情報処理装置により操作することができる通信シ
ステム、情報処理装置、通信装置およびプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係る通信システムは、通信装
置と、前記通信装置とネットワークを介して通信経路が形成される相手装置と、前記通信
装置と連携して動作する情報処理装置と、前記通信装置と前記相手装置との間の通信経路
および前記通信装置と前記情報処理装置との連携を管理する管理装置とを備える通信シス
テムであって、前記情報処理装置は、前記相手装置への接続要求の発信操作を受け付ける
第１操作制御部と、前記発信操作を受け付けた場合、前記相手装置を示す識別情報を含む
発信依頼メッセージを前記管理装置に送信する第１メッセージ処理部と、を有し、前記管
理装置は、前記発信依頼メッセージを前記情報処理装置から受信した場合、前記発信依頼



(5) JP 6583536 B2 2019.10.2

10

20

30

40

50

メッセージの送信元の前記情報処理装置と連携されている前記通信装置を特定し、特定し
た前記通信装置に前記発信依頼メッセージを送信するメッセージ仲介部を有し、前記通信
装置は、前記発信依頼メッセージを前記管理装置から受信する第２メッセージ処理部と、
前記発信依頼メッセージを受信した場合、前記発信依頼メッセージに含まれる前記識別情
報に示される前記相手装置を通信相手として指定した前記接続要求を前記管理装置に発信
する呼制御部と、を有する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、通信装置と相手装置との間で通信経路を形成する場合に、通信装置と
は異なる情報処理装置により操作することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、実施形態に係る通信システムを示す図である。
【図２】図２は、通信装置のハードウェア構成の一例を示す図である。
【図３】図３は、情報処理装置のハードウェア構成の一例を示す図である。
【図４】図４は、通信装置、情報処理装置および管理装置の機能構成を示す図である。
【図５】図５は、通信部の機能構成を示す図である。
【図６】図６は、第１連携確立部、第２連携確立部および連携制御部の機能構成を示す図
である。
【図７】図７は、通信システムにおける連携確立の処理の流れを示すシーケンス図である
。
【図８】図８は、第１コネクション確立部、第２コネクション確立部および仲介部の機能
構成を示す図である。
【図９】図９は、情報処理装置を操作して接続要求を発信する場合の処理の流れを示すシ
ーケンス図である。
【図１０】図１０は、コンタクトリストが表示された情報処理装置の一例を示す図である
。
【図１１】図１１は、発信中ダイヤログが表示された情報処理装置の一例を示す図である
。
【図１２】図１２は、発信中ダイヤログが表示された通信装置の一例を示す図である。
【図１３】図１３は、通信装置を操作して接続要求を発信する場合の処理の流れを示すシ
ーケンス図である。
【図１４】図１４は、コンタクトリストが表示された通信装置の一例を示す図である。
【図１５】図１５は、情報処理装置を操作して接続要求を着信する場合の処理の流れを示
すシーケンス図である。
【図１６】図１６は、着信中ダイヤログが表示された通信装置の一例を示す図である。
【図１７】図１７は、着信中ダイヤログが表示された情報処理装置の一例を示す図である
。
【図１８】図１８は、通信装置を操作して接続要求を着信する場合の処理の流れを示すシ
ーケンス図である。
【図１９】図１９は、変形例に係る第１コネクション確立部、第２コネクション確立部お
よび仲介部の機能構成を示す図である。
【図２０】図２０は、変形例における、情報処理装置を操作して接続要求を着信する場合
の処理の流れを示すシーケンス図である。
【図２１】図２１は、依頼メッセージの記述例を示す図である。
【図２２】図２２は、通知メッセージの記述例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本実施形態に係る通信システム１０を説明する。
【００１１】
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　図１は、実施形態に係る通信システム１０を示す図である。通信システム１０は、異な
る場所の利用者にコミュニケーションをさせる。具体的には、通信システム１０は、第１
の場所に配置された通信装置２０と、第２の場所に配置された相手装置２２との間にコネ
クションを形成して、第１の場所の利用者および第２の場所の利用者にコミュニケーショ
ンをさせる。
【００１２】
　ここで、コネクションとは、遠隔に離れた装置同士（ここでは、通信装置２０と相手装
置２２）の間で、音声データおよび画像データ等を送受信させるための通信経路をいう。
本実施形態においては、通信システム１０は、中継装置２４を介して、通信装置２０と相
手装置２２との間のコネクションが形成される。また、本実施形態の通信システム１０で
は、一方の装置が他方の装置へと接続要求を発信し（発呼）、他方の装置が接続要求を着
信する（着呼）。そして、本実施形態の通信システム１０では、他方の装置が着信した接
続要求に対する了承応答を一方の装置へと送信することにより、一方の装置と他方の装置
との間のコネクションが形成可能となる。また、本実施形態の通信システム１０では、他
方の装置が着信した接続要求に対する拒否応答を一方の装置へと送信した場合には、一方
の装置と他方の装置との間のコネクションが形成されない。
【００１３】
　通信システム１０は、通信装置２０と、相手装置２２と、中継装置２４と、情報処理装
置２６と、管理装置２８とを備える。これらの装置は、ネットワークを介して接続される
。ネットワークは、ＬＡＮ（Local　Area　Network）であってもよいし、ＷＡＮ（Wide　
Area　Network）であってもよいし、ＷＡＮに公衆回線が含まれていてもよいし、どのよ
うなネットワークであってもよい。
【００１４】
　通信装置２０は、第１の場所に設置された装置である。例えば、通信装置２０は、テレ
ビ会議に特化した専用の会議端末装置である。
【００１５】
　通信装置２０は、第１の場所の利用者の音声を集音した音声データおよび第１の場所の
利用者を撮像した画像データを生成する。通信装置２０は、生成した音声データおよび画
像データをネットワークを介して中継装置２４に送信する。また、通信装置２０は、中継
装置２４から、相手装置２２により生成された音声データおよび画像データを受信する。
通信装置２０は、受信した音声データを出力し、受信した画像データを表示する。
【００１６】
　相手装置２２は、第２の場所に設置された装置である。相手装置２２は、例えば、テレ
ビ会議をさせることが可能な装置である。なお、相手装置２２は、図１中においては、専
用の会議端末装置として示しているが、これに限らず、スマートフォン、タブレットまた
はノート型コンピュータ等の汎用の情報機器であってよい。
【００１７】
　相手装置２２は、第２の場所の利用者の音声を集音した音声データおよび第２の場所の
利用者を撮像した画像データを生成する。相手装置２２は、生成した音声データおよび画
像データをネットワークを介して中継装置２４に送信する。また、相手装置２２は、中継
装置２４から、通信装置２０により生成された音声データおよび画像データを受信する。
相手装置２２は、受信した音声データを出力し、受信した画像データを表示する。
【００１８】
　中継装置２４は、コネクションが形成された機器同士の情報（音声データおよび画像デ
ータ等）の送受信を仲介する。通信装置２０と相手装置２２との間でコネクションが形成
された場合、中継装置２４は、通信装置２０から受信した音声データおよび画像データを
相手装置２２に送信する。また、通信装置２０と相手装置２２との間でコネクションが形
成された場合、中継装置２４は、相手装置２２から受信した音声データおよび画像データ
を通信装置２０に送信する。
【００１９】
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　情報処理装置２６は、第１の場所の利用者が使用する装置である。情報処理装置２６は
、例えば、スマートフォン、タブレットまたはノート型コンピュータ等である。情報処理
装置２６は、ネットワークを介して管理装置２８と通信する機能を有する。
【００２０】
　情報処理装置２６は、通信装置２０と連携して動作する。情報処理装置２６は、連携さ
れた通信装置２０を操作するためのユーザインターフェイスを提供する。例えば、情報処
理装置２６は、相手装置２２への接続要求の発信操作をするためのユーザインターフェイ
ス、および、相手装置２２からの接続要求に対する着信操作をするためのユーザインター
フェイスを提供する。
【００２１】
　管理装置２８は、通信装置２０と相手装置２２との間で情報を送受信するためのコネク
ションを管理する。具体的には、管理装置２８は、コネクションを確立するための呼制御
をする。例えば、管理装置２８は、通信装置２０から相手装置２２への接続要求の仲介、
および、相手装置２２から通信装置２０への了承応答または拒否応答の仲介をする。また
、例えば、管理装置２８は、相手装置２２から通信装置２０への接続要求の仲介、および
、通信装置２０から相手装置２２への了承応答または拒否応答の仲介をする。
【００２２】
　通信装置２０および相手装置２２の一方から他方へ接続要求が転送され、他方から一方
へ了承応答が転送されると、通信装置２０および相手装置２２は、コネクションを形成す
る。中継装置２４は、管理装置２８を介してコネクションが形成された場合、通信装置２
０と相手装置２２との情報の送受信を中継する。
【００２３】
　また、管理装置２８は、通信装置２０と情報処理装置２６との間の連携を管理する。ま
た、管理装置２８は、コネクションの確立時において情報処理装置２６により接続要求の
発信操作および着信操作を可能とするために、通信装置２０と情報処理装置２６の間で連
携制御をするためのデータおよびメッセージを仲介する。
【００２４】
　図２は、通信装置２０のハードウェア構成の一例を示す図である。通信装置２０は、演
算装置３０１と、記憶装置３０２と、キー入力装置３０３と、表示装置３０４と、カメラ
３０５と、マイクロフォン３０６と、スピーカー３０７と、近接通信Ｉ／Ｆ部３０８と、
ネットワークＩ／Ｆ部３０９とを備える。
【００２５】
　演算装置３０１は、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）、ＲＯＭ（Read　Only　Mem
ory）およびＲＡＭ（Random　Access　Memory）等を有し、プログラムを実行して通信装
置２０の全体を制御する。記憶装置３０２は、例えばフラッシュメモリおよびハードディ
スク等であり、プログラムおよび各種のデータを記憶する。キー入力装置３０３は、各種
のボタン等であり、利用者による通信装置２０に対する操作情報を取得する。
【００２６】
　表示装置３０４は、画像データを表示する。カメラ３０５は、被写体を撮像して画像デ
ータを生成する。マイクロフォン３０６は、周囲の音声を集音して音声データを生成する
。スピーカー３０７は、音声データに応じた音声を外部に出力する。
【００２７】
　近接通信Ｉ／Ｆ部３０８は、例えば非接触近接通信（ＮＦＣ）方式により外部の装置と
の間で情報通信をする。ネットワークＩ／Ｆ部３０９は、例えばインターネットプロトコ
ル等の通信プロトコルに従って、ネットワークを介して他の装置と情報を送受信する。
【００２８】
　図３は、情報処理装置２６のハードウェア構成の一例を示す図である。情報処理装置２
６は、演算装置４０１と、記憶装置４０２と、入力操作装置４０３と、表示装置４０４と
、近接通信Ｉ／Ｆ部４０５と、ネットワークＩ／Ｆ部４０６と、カメラ４０７とを備える
。
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【００２９】
　演算装置４０１は、ＣＰＵ、ＲＯＭおよびＲＡＭ等を有し、プログラムを実行して情報
処理および情報処理装置２６の全体を制御する。記憶装置４０２は、例えばフラッシュメ
モリおよびハードディスク等であり、プログラムおよび各種のデータを記憶する。入力操
作装置４０３は、例えばタッチパネル等であり、利用者により入力された情報を取得する
。表示装置４０４は、各種の情報を表示する。
【００３０】
　近接通信Ｉ／Ｆ部４０５は、例えば非接触近接通信（ＮＦＣ）方式により外部の装置と
の間で情報通信をする。ネットワークＩ／Ｆ部４０６は、例えばインターネットプロトコ
ル等の通信プロトコルに従って、ネットワークを介して他の装置と情報を送受信する。カ
メラ４０７は、被写体を撮像して画像データを生成する。
【００３１】
　このように、情報処理装置２６は、一般的なコンピュータと同様の構成を有する。なお
、中継装置２４および管理装置２８も、近接通信Ｉ／Ｆ部４０５およびカメラ４０７を備
えない点において異なるが、他は情報処理装置２６と同様の構成を有するので、説明を省
略する。
【００３２】
　図４は、通信装置２０、情報処理装置２６および管理装置２８の機能構成を示す図であ
る。情報処理装置２６は、第１表示入力部３１と、第１連携確立部３２と、第１コンタク
トリスト記憶部３３と、第１コネクション確立部３４とを有する。情報処理装置２６が有
するこれらの機能ブロックは、図３に示す演算装置４０１が実行するウェブブラウザが管
理装置２８からダウンロードしたプログラムを、演算装置４０１がウェブブラウザ上で実
行することにより実現される。なお、情報処理装置２６が有するこれらの機能ブロックは
、記憶装置４０２にインストールされたプログラムを演算装置４０１が実行することによ
り実現されてもよい。
【００３３】
　第１表示入力部３１は、入力操作装置４０３および表示装置４０４を制御して、利用者
により入力された情報を取得し、また、利用者に対して情報を表示する。
【００３４】
　第１連携確立部３２は、管理装置２８とネットワークを介してやり取りして、管理装置
２８へのログイン、通信装置２０との連携の確立、および、コンタクトリストの取得をす
る。なお、第１連携確立部３２の詳細な構成および機能については図６および図７でさら
に説明する。
【００３５】
　第１コンタクトリスト記憶部３３は、第１連携確立部３２により取得されたコンタクト
リストを記憶する。コンタクトリストは、情報処理装置２６がコネクションを形成するこ
とが可能な他装置の識別情報を含む。第１コンタクトリスト記憶部３３がコンタクトリス
トを記憶していることにより、情報処理装置２６は、コンタクトリストに示される何れか
の装置に対して、コネクションを形成するための接続要求を発信することができる。
【００３６】
　第１コネクション確立部３４は、情報処理装置２６と連携された通信装置２０と、相手
装置２２との間のコネクションの確立処理を実行する。例えば、第１コネクション確立部
３４は、相手装置２２への接続要求の発信処理、および、相手装置２２からの接続要求の
着信処理を実行する。なお、第１コネクション確立部３４の詳細な構成および機能につい
ては図８以降でさらに説明する。
【００３７】
　通信装置２０は、第２表示入力部３７と、第２連携確立部３８と、第２コンタクトリス
ト記憶部３９と、第２コネクション確立部４０と、通信部４１とを有する。通信装置２０
が有するこれらの機能ブロックは、図２に示す記憶装置３０２にインストールされたプロ
グラムを演算装置３０１が実行することにより実現される。
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【００３８】
　第２表示入力部３７は、キー入力装置３０３および表示装置３０４を制御して、利用者
により入力された情報を取得し、また、利用者に対して情報を表示する。
【００３９】
　第２連携確立部３８は、管理装置２８とネットワークを介してやり取りして、管理装置
２８へのログイン、情報処理装置２６との連携の確立、および、コンタクトリストの取得
をする。なお、第２連携確立部３８の詳細な構成および機能については図６および図７で
さらに説明する。
【００４０】
　第２コンタクトリスト記憶部３９は、第２連携確立部３８により取得されたコンタクト
リストを記憶する。第２コンタクトリスト記憶部３９は、第１コンタクトリスト記憶部３
３と同一のコンタクトリストを記憶する。第２コンタクトリスト記憶部３９がコンタクト
リストを記憶していることにより、通信装置２０は、コンタクトリストに示される何れか
の装置に対して、コネクションを形成するための接続要求を発信することができる。
【００４１】
　第２コネクション確立部４０は、通信装置２０と相手装置２２との間のコネクションの
確立処理を実行する。例えば、第２コネクション確立部４０は、情報処理装置２６からの
接続要求の着信処理、および、情報処理装置２６への接続要求の発信処理を実行する。な
お、第２コネクション確立部４０の詳細な機能については図８以降でさらに説明する。
【００４２】
　通信部４１は、中継装置２４を介して、相手装置２２と音声データおよび画像データを
送受信するための処理を実行する。通信部４１のより詳細な機能については図５でさらに
説明する。
【００４３】
　管理装置２８は、コンタクトリスト管理部４４と、連携制御部４５と、連携情報記憶部
４６と、仲介部４７とを有する。管理装置２８が有するこれらの機能ブロックは、図３に
示す記憶装置４０２にインストールされたプログラムを演算装置４０１が実行することに
より実現される。
【００４４】
　コンタクトリスト管理部４４は、情報処理装置２６および通信装置２０へ提供するコン
タクトリストを管理する。
【００４５】
　連携制御部４５は、情報処理装置２６および通信装置２０とネットワークを介してやり
取りして、情報処理装置２６および通信装置２０からのログインの認証、情報処理装置２
６と通信装置２０との間の連携の確立、および、情報処理装置２６および通信装置２０へ
のコンタクトリストの送信をする。なお、連携制御部４５の詳細な構成および機能につい
ては図６および図７でさらに説明する。
【００４６】
　連携情報記憶部４６は、情報処理装置２６と通信装置２０とが連携されていることを示
す連携情報を記憶する。
【００４７】
　仲介部４７は、通信装置２０と相手装置２２との間のコネクションの確立処理を実行す
る。例えば、仲介部４７は、情報処理装置２６および通信装置２０の情報のやり取りを仲
介して、相手装置２２への接続要求の発信処理、および、相手装置２２からの接続要求の
着信処理を実行する。なお、仲介部４７の詳細な機能については図８以降でさらに説明す
る。
【００４８】
　図５は、通信部４１の機能構成を示す図である。通信部４１は、音声取得部５１と、撮
像処理部５２と、合成部５３と、送受信部５４と、分離部５５と、音声出力部５６と、表
示出力部５７とを有する。



(10) JP 6583536 B2 2019.10.2

10

20

30

40

50

【００４９】
　音声取得部５１は、マイクロフォン３０６により取得された音声信号から音声データを
生成する。撮像処理部５２は、カメラ３０５により撮像された撮像データに基づき画像デ
ータを生成する。合成部５３は、音声データおよび画像データを合成して伝送用データに
変換する。
【００５０】
　送受信部５４は、合成部５３により生成された伝送用データを、相手装置２２へと与え
るために中継装置２４へと送信する。また、送受信部５４は、中継装置２４から、相手装
置２２により生成された伝送用データを受信する。
【００５１】
　分離部５５は、相手装置２２により生成された伝送用データから音声データおよび画像
データを抽出する。音声出力部５６は、分離部５５により抽出された音声データを音声信
号に変換してスピーカー３０７に与えて、スピーカー３０７から音声を出力させる。表示
出力部５７は、分離部５５により抽出された画像データに応じて表示装置３０４を制御し
て、表示装置３０４に画像を表示させる。このような通信部４１では、利用者に、遠隔地
とのコミュニケーションを提供することができる。
【００５２】
　図６は、第１連携確立部３２、第２連携確立部３８および連携制御部４５の機能構成を
示す図である。情報処理装置２６における第１連携確立部３２は、第１ログイン部６１と
、連携要求部６２と、第１コンタクトリスト受信部６３とを含む。
【００５３】
　第１ログイン部６１は、利用者からユーザ情報（例えば、ログインＩＤおよびパスワー
ド）の入力を受け付ける。第１ログイン部６１は、利用者により入力されたユーザ情報を
含むログイン要求を管理装置２８に送信する。連携要求部６２は、利用者からパスコード
の入力を受け付け、入力されたパスコードを含む連携要求を管理装置２８に送信する。第
１コンタクトリスト受信部６３は、管理装置２８からコンタクトリストを受信し、受信し
たコンタクトリストを第１コンタクトリスト記憶部３３に登録する。
【００５４】
　通信装置２０における第２連携確立部３８は、第２ログイン部６４と、パスコード表示
部６５と、承認部６６と、第２コンタクトリスト受信部６７とを含む。
【００５５】
　第２ログイン部６４は、通信装置２０に予め設定された固有の装置情報を含むログイン
要求を管理装置２８に送信する。パスコード表示部６５は、利用者にパスコードを表示す
る。承認部６６は、管理装置２８から連携要求を受信し、受信した連携要求に含まれるパ
スコードと、パスコード表示部６５が表示したパスコードとが一致するか否かを判断する
。承認部６６は、受信した連携要求に含まれるパスコードと、パスコード表示部６５が表
示したパスコードとが一致する場合、連携を承認することを示す承認情報を管理装置２８
に送信する。第２コンタクトリスト受信部６７は、管理装置２８からコンタクトリストを
受信し、受信したコンタクトリストを第２コンタクトリスト記憶部３９に登録する。
【００５６】
　管理装置２８における連携制御部４５は、認証部７１と、連携処理部７２と、コンタク
トリスト取得部７３と、コンタクトリスト送信部７４とを含む。
【００５７】
　認証部７１は、情報処理装置２６からログイン要求を受信し、受信したログイン要求に
含まれるユーザ情報が正当であるか否か確認する。認証部７１は、ユーザ情報が正当であ
る場合には、情報処理装置２６からのログインを受け付けて、情報処理装置２６との接続
を許可する。また、認証部７１は、通信装置２０からログイン要求を受信し、受信したロ
グイン要求に含まれる固有の装置情報が正当であるか否か確認する。認証部７１は、固有
の装置情報が正当である場合には、通信装置２０からのログインを受け付けて、通信装置
２０との接続を許可する。
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【００５８】
　連携処理部７２は、情報処理装置２６から連携要求を受信した場合、受信した連携要求
を通信装置２０に送信する。連携処理部７２は、通信装置２０へと送信した連携要求に応
じて通信装置２０から承認情報を受信した場合、連携が承認された旨を示す承認通知を情
報処理装置２６へ送信する。さらに、連携処理部７２は、承認情報を受信した場合、情報
処理装置２６と通信装置２０とが連携されていることを示す連携情報を、連携情報記憶部
４６に登録する。
【００５９】
　コンタクトリスト取得部７３は、承認情報を受信した場合、コンタクトリストをコンタ
クトリスト管理部４４から取得する。コンタクトリスト送信部７４は、コンタクトリスト
取得部７３が取得したコンタクトリストを、情報処理装置２６および通信装置２０のそれ
ぞれに送信する。この場合、コンタクトリスト送信部７４は、情報処理装置２６および通
信装置２０のそれぞれに同一のコンタクトリストを送信する。
【００６０】
　図７は、通信システム１０における連携確立の処理の流れを示すシーケンス図である。
通信システム１０は、連携確立時において、図７に示す流れで処理を実行する。
【００６１】
　まず、通信装置２０は、利用者の操作により起動する（Ｓ１１）。続いて、通信装置２
０における第２ログイン部６４は、予め設定された固有の装置情報を含むログイン要求を
管理装置２８に送信する（Ｓ１２）。管理装置２８における認証部７１は、通信装置２０
からログイン要求を受信し、通信装置２０から受信したログイン要求に含まれる固有の装
置情報が正当であるか否か確認する。管理装置２８における認証部７１は、装置情報が正
当である場合には、認証が成功したことを通信装置２０に通知して、通信装置２０からの
ログインを受け付けて、通信装置２０との間の接続を許可する。
【００６２】
　続いて、装置情報の認証が成功してログインが受け付けられた場合、通信装置２０にお
けるパスコード表示部６５は、パスコードを利用者に表示する（Ｓ１３）。パスコードは
、表示する毎に異なるランダムな数値または文字であってよい。また、パスコードは、バ
ーコードまたは２次元コード等であってもよい。
【００６３】
　続いて、情報処理装置２６は、ウェブブラウザにより、管理装置２８が提供する所定の
アドレスにアクセスする（Ｓ１４）。続いて、情報処理装置２６における第１ログイン部
６１は、管理装置２８が提供する所定のアドレスから提供されるページを表示して、利用
者にユーザ情報（例えばログインＩＤおよびパスワード）を入力させる（Ｓ１５）。続い
て、情報処理装置２６における第１ログイン部６１は、入力されたユーザ情報を含むログ
イン要求を管理装置２８に送信する（Ｓ１６）。
【００６４】
　管理装置２８における認証部７１は、情報処理装置２６からログイン要求を受信し、情
報処理装置２６から受信したログイン要求に含まれるユーザ情報が正当であるか否か確認
する。管理装置２８における認証部７１は、ユーザ情報が正当である場合には、認証が成
功したことを情報処理装置２６に通知して、情報処理装置２６からのログインを受け付け
て、情報処理装置２６との間の接続を許可する。
【００６５】
　ユーザ情報の認証が成功してログインが受け付けられた場合、情報処理装置２６におけ
る連携要求部６２は、管理装置２８が提供する所定のアドレスから提供されるページを表
示して、利用者にパスコードを入力させる（Ｓ１７）。ここで、利用者は、通信装置２０
により表示されたパスコードを情報処理装置２６に入力する。例えば、利用者は、数字ま
たは文字を情報処理装置２６に入力する。また、パスコードがバーコードまたは２次元コ
ード等であれば、利用者は、情報処理装置２６が有するカメラ４０７を用いて撮像して情
報を入力する。
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【００６６】
　続いて、情報処理装置２６における連携要求部６２は、利用者に入力されたパスコード
を含む連携要求を管理装置２８に送信する（Ｓ１８）。管理装置２８における連携処理部
７２は、情報処理装置２６から連携要求を受信する（Ｓ１９）。
【００６７】
　管理装置２８における連携処理部７２は、情報処理装置２６から連携要求を受信した場
合、受信した連携要求を通信装置２０に送信する（Ｓ１９）。通信装置２０における承認
部６６は、管理装置２８から連携要求を受信し、受信した連携要求に含まれるパスコード
と、パスコード表示部６５が表示したパスコードとが一致するか否かを判断する。そして
、通信装置２０における承認部６６は、受信した連携要求に含まれるパスコードと、パス
コード表示部６５が表示したパスコードとが一致する場合、連携を承認することを示す承
認情報を管理装置２８に送信する（Ｓ２０）。
【００６８】
　管理装置２８における連携処理部７２は、通信装置２０へと送信した連携要求に応じて
通信装置２０から承認情報を受信した場合、連携が承認された旨を示す承認通知を情報処
理装置２６へ送信する（Ｓ２１）。これにより、情報処理装置２６は、通信装置２０との
連携が確立したことを知ることができる。さらに、管理装置２８における連携処理部７２
は、承認情報を受信した場合、情報処理装置２６と通信装置２０とが連携されていること
を示す連携情報を、連携情報記憶部４６に登録する（Ｓ２２）。これにより、情報処理装
置２６および通信装置２０は、以後、連携した動作をすることが可能となる。
【００６９】
　また、管理装置２８におけるコンタクトリスト取得部７３は、承認情報を受信した場合
、コンタクトリストをコンタクトリスト管理部４４から取得する（Ｓ２３）。続いて、管
理装置２８におけるコンタクトリスト送信部７４は、コンタクトリスト取得部７３が取得
したコンタクトリストを、情報処理装置２６および通信装置２０のそれぞれに送信する（
Ｓ２４、Ｓ２５）。この場合、コンタクトリスト送信部７４は、同一のコンタクトリスト
を、情報処理装置２６および通信装置２０のそれぞれに送信する。
【００７０】
　通信装置２０における第２コンタクトリスト受信部６７は、管理装置２８からコンタク
トリストを受信し（Ｓ２４）、受信したコンタクトリストを第２コンタクトリスト記憶部
３９に登録する。また、情報処理装置２６における第１コンタクトリスト受信部６３は、
管理装置２８からコンタクトリストを受信し（Ｓ２５）、受信したコンタクトリストを第
１コンタクトリスト記憶部３３に登録する。
【００７１】
　ここで、本実施形態においては、管理装置２８は、情報処理装置２６の利用者の識別情
報に対応して、情報処理装置２６の利用者が単独でコネクションを形成することが可能な
相手を示す識別情報を含むコンタクトリストを取得する。これにより、管理装置２８は、
情報処理装置２６の利用者がコネクションを形成することが可能な相手との間で、コネク
ションを形成することが可能となる。
【００７２】
　なお、これに代えて、管理装置２８は、通信装置２０の識別情報に対して、通信装置２
０が単独で使用された場合にコネクションを形成することが可能な相手を示す識別情報を
含むコンタクトリストを取得してもよい。また、管理装置２８は、情報処理装置２６の利
用者が単独でコネクションを形成することが可能な相手を示す識別情報と、通信装置２０
が単独で使用された場合にコネクションを形成することが可能な相手を示す識別情報とを
合成したコンタクトリストを取得してもよい。
【００７３】
　図８は、第１コネクション確立部３４、第２コネクション確立部４０および仲介部４７
の機能構成を示す図である。
【００７４】
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　情報処理装置２６における第１コネクション確立部３４は、第１操作制御部８１と、第
１表示制御部８２と、第１メッセージ処理部８３とを含む。第１操作制御部８１は、情報
処理装置２６の入力操作装置４０３により、利用者からの操作を受け付ける。第１表示制
御部８２は、情報処理装置２６の表示装置４０４により、利用者に情報を表示する。第１
メッセージ処理部８３は、メッセージを生成し、生成したメッセージを管理装置２８に送
信する。また、第１メッセージ処理部８３は、管理装置２８からメッセージを受信し、受
信したメッセージに応じた処理を実行する。
【００７５】
　通信装置２０における第２コネクション確立部４０は、第２操作制御部８６と、第２表
示制御部８７と、第２メッセージ処理部８８と、呼制御部８９と、コネクション形成部９
０とを含む。第２操作制御部８６は、通信装置２０のキー入力装置３０３により、利用者
からの操作を受け付ける。第２表示制御部８７は、通信装置２０の表示装置３０４により
、利用者に情報を表示する。第２メッセージ処理部８８は、メッセージを生成し、生成し
たメッセージを管理装置２８に送信する。また、第２メッセージ処理部８８は、管理装置
２８からメッセージを受信し、受信したメッセージに応じた処理を実行する。
【００７６】
　呼制御部８９は、相手装置２２との間でコネクションを確立するための接続要求の発信
および着信に関する処理を実行する。呼制御部８９は、管理装置２８を介して接続要求の
発信および着信、並びに、了承応答および拒否応答の発信および着信をやり取りする。
【００７７】
　コネクション形成部９０は、中継装置２４にアクセスして相手装置２２との間でコネク
ションを形成する。具体的には、コネクション形成部９０は、発信した接続要求に対する
了承応答を着信した場合、または、着信した接続要求に対して了承応答を発信した場合に
コネクションを形成する。
【００７８】
　管理装置２８における仲介部４７は、メッセージ仲介部９３と、呼仲介部９４とを含む
。メッセージ仲介部９３は、情報処理装置２６から通信装置２０へと伝達されるメッセー
ジ、および、通信装置２０から情報処理装置２６へと伝達されるメッセージを仲介する。
【００７９】
　呼仲介部９４は、通信装置２０から相手装置２２へと発信される接続要求、了承応答お
よび拒否応答を仲介する。また、呼仲介部９４は、相手装置２２から通信装置２０へと発
信される接続要求、了承応答および拒否応答を仲介する。
【００８０】
　図９は、情報処理装置２６を操作して接続要求を発信する場合の処理の流れを示すシー
ケンス図である。図１０は、コンタクトリストが表示された情報処理装置２６の一例を示
す図である。図１１は、発信中ダイヤログ１００１が表示された情報処理装置２６の一例
を示す図である。図１２は、発信中ダイヤログ１００２が表示された通信装置２０の一例
を示す図である。
【００８１】
　情報処理装置２６を操作して接続要求を発信する場合、通信システム１０は、図９に示
す流れで処理を実行する。
【００８２】
　まず、情報処理装置２６における第１表示制御部８２は、第１コンタクトリスト記憶部
３３からコンタクトリストを読み出し、読み出したコンタクトリストを表示する（Ｓ１０
１）。例えば、図１０に示すように、情報処理装置２６は、ユーザａ（識別番号＝９９９
９９９９９９９９９）によりログインをしており、会議室Ａの通信装置２０（識別番号＝
３２９５１２３４７８５６）と連携をしているとする。この場合、情報処理装置２６にお
ける第１表示制御部８２は、ユーザａがコネクションを形成することが可能な通信相手（
例えば、ユーザｂ、ユーザｃ、ユーザｄおよびユーザｅ）の識別番号を含むコンタクトリ
ストを表示する。
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【００８３】
　続いて、情報処理装置２６における第１操作制御部８１は、表示したコンタクトリスト
から、コネクションを形成する相手装置２２の選択を受け付ける。さらに、情報処理装置
２６における第１操作制御部８１は、選択した相手装置２２への接続要求の発信操作を受
け付ける（Ｓ１０２）。
【００８４】
　続いて、情報処理装置２６における第１表示制御部８２は、情報処理装置２６における
第１操作制御部８１が発信操作を受け付けた場合、発信中ダイヤログ１００１の表示を開
始する（Ｓ１０３）。例えば、図１１に示すように、情報処理装置２６における第１表示
制御部８２は、選択された相手装置２２に発信中であることを示す発信中ダイヤログ１０
０１を表示する。なお、発信中ダイヤログ１００１は、発信処理を中止する操作を受け付
けるためのキャンセルボタンを含んでもよい。
【００８５】
　情報処理装置２６における第１メッセージ処理部８３は、情報処理装置２６における第
１操作制御部８１が発信操作を受け付けた場合、発信依頼メッセージを管理装置２８に送
信する（Ｓ１０４）。発信依頼メッセージは、選択された相手装置２２を示す識別情報を
含む。
【００８６】
　続いて、管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、発信依頼メッセージを情報処
理装置２６から受信する。管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、発信依頼メッ
セージを受信した場合、連携情報を参照して、受信した発信依頼メッセージの送信元の情
報処理装置２６と連携されている通信装置２０を特定し、特定した通信装置２０に発信依
頼メッセージを送信する（Ｓ１０５）。
【００８７】
　続いて、通信装置２０における第２メッセージ処理部８８は、発信依頼メッセージを管
理装置２８から受信する。通信装置２０における第２表示制御部８７は、発信依頼メッセ
ージを受信した場合、発信中ダイヤログ１００２の表示を開始する（Ｓ１０６）。例えば
、図１２に示すように、通信装置２０における第２表示制御部８７は、発信依頼メッセー
ジに含まれている識別情報に示される相手装置２２に発信中であることを示す発信中ダイ
ヤログ１００２を表示する。なお、発信中ダイヤログ１００２は、発信処理を中止する操
作を受け付けるためのキャンセルボタンを含んでもよい。
【００８８】
　続いて、通信装置２０における呼制御部８９は、発信依頼メッセージを受信した場合、
接続要求を管理装置２８に発信する（Ｓ１０７）。接続要求には、通信相手として、発信
依頼メッセージに含まれる識別情報に示される相手装置２２が指定されている。
【００８９】
　続いて、管理装置２８における呼仲介部９４は、通信装置２０から接続要求を着信する
。そして、管理装置２８における呼仲介部９４は、通信装置２０から接続要求を着信した
場合、通信相手として指定された相手装置２２に、接続要求を発信する（Ｓ１０８）。
【００９０】
　続いて、相手装置２２は、管理装置２８から接続要求を着信する。接続要求を着信した
後、相手装置２２は、相手装置２２の利用者により了承の操作がされた場合、了承応答を
管理装置２８に発信する（Ｓ１０９）。さらに、相手装置２２は、了承応答を発信した場
合、中継装置２４にアクセスして、通信装置２０との間のコネクションを形成する（Ｓ１
１０）。
【００９１】
　続いて、管理装置２８における呼仲介部９４は、接続要求に対する了承応答を相手装置
２２から着信する。そして、管理装置２８における呼仲介部９４は、相手装置２２から了
承応答を着信した場合、接続要求の差出元である通信装置２０に了承応答を発信する（Ｓ
１１１）。



(15) JP 6583536 B2 2019.10.2

10

20

30

40

50

【００９２】
　続いて、通信装置２０における呼制御部８９は、発信した接続要求に対する了承応答を
管理装置２８から着信する。通信装置２０における第２表示制御部８７は、了承応答を着
信した場合、発信中ダイヤログ１００２の表示を終了する（Ｓ１１２）。通信装置２０に
おける第２表示制御部８７は、例えば、図１２に示した発信中ダイヤログ１００２の表示
を終了する。
【００９３】
　通信装置２０におけるコネクション形成部９０は、了承応答を着信した場合、中継装置
２４にアクセスして、相手装置２２との間のコネクションを形成する（Ｓ１１３）。また
、通信装置２０における第２メッセージ処理部８８は、了承応答を着信した場合、了承通
知メッセージを管理装置２８に送信する（Ｓ１１４）。
【００９４】
　続いて、管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、了承通知メッセージを通信装
置２０から受信する。管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、了承通知メッセー
ジを受信した場合、連携情報を参照して、受信した了承通知メッセージの送信元の通信装
置２０と連携されている情報処理装置２６を特定し、特定した情報処理装置２６に了承通
知メッセージを送信する（Ｓ１１５）。
【００９５】
　続いて、情報処理装置２６における第１メッセージ処理部８３は、了承通知メッセージ
を管理装置２８から受信する。情報処理装置２６における第１表示制御部８２は、了承通
知メッセージを受信した場合、発信中ダイヤログ１００１の表示を終了する（Ｓ１１６）
。情報処理装置２６における第１表示制御部８２は、例えば、図１１に示した発信中ダイ
ヤログ１００１の表示を終了する。
【００９６】
　なお、相手装置２２は、利用者により拒否の操作がされた場合、拒否応答を管理装置２
８に発信する（Ｓ１０９）。この場合、通信システム１０は、以下のような処理を実行す
る。
【００９７】
　拒否応答を発信した場合には、相手装置２２は、通信装置２０との間のコネクションを
形成しない（Ｓ１１０を実行しない）。また、管理装置２８における呼仲介部９４は、相
手装置２２から拒否応答を着信した場合、拒否応答を接続要求の差出元である通信装置２
０に発信する（Ｓ１１１）。
【００９８】
　通信装置２０における第２表示制御部８７は、拒否応答を着信した場合、発信中ダイヤ
ログ１００２の表示を終了する（Ｓ１１２）。また、通信装置２０におけるコネクション
形成部９０は、拒否応答を着信した場合、相手装置２２との間のコネクションを形成しな
い（Ｓ１１３を実行しない）。また、通信装置２０における第２メッセージ処理部８８は
、拒否応答を着信した場合、拒否通知メッセージを管理装置２８に送信する（Ｓ１１４）
。
【００９９】
　管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、拒否通知メッセージを通信装置２０か
ら受信した場合、拒否通知メッセージの送信元の通信装置２０と連携されている情報処理
装置２６を特定し、特定した情報処理装置２６に拒否通知メッセージを送信する（Ｓ１１
５）。情報処理装置２６における第１メッセージ処理部８３は、拒否通知メッセージを管
理装置２８から受信する。拒否通知メッセージを受信した場合、情報処理装置２６におけ
る第１表示制御部８２は、発信中ダイヤログ１００１の表示を終了する（Ｓ１１６）。
【０１００】
　以上のシーケンスに示すように、通信システム１０は、相手装置２２と通信装置２０と
の間でコネクションを形成する場合において、通信装置２０とは異なる情報処理装置２６
を操作して接続要求を発信させることができる。また、通信システム１０は、情報処理装
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置２６と通信装置２０とを連携して動作させるので、通信装置２０と、情報処理装置２６
の利用者がコネクションを形成することが可能な相手装置２２との間でコネクションを形
成させることができる。
【０１０１】
　図１３は、通信装置２０を操作して接続要求を発信する場合の処理の流れを示すシーケ
ンス図である。図１４は、コンタクトリストが表示された通信装置２０の一例を示す図で
ある。
【０１０２】
　通信装置２０を操作して接続要求を発信する場合、通信システム１０は、図１３に示す
流れで処理を実行する。
【０１０３】
　まず、通信装置２０における第２表示制御部８７は、第２コンタクトリスト記憶部３９
からコンタクトリストを読み出し、読み出したコンタクトリストを表示する（Ｓ２０１）
。例えば、図１４に示すように、会議室Ａの通信装置２０（識別番号＝２３９６１２３４
７８５６）は、ユーザａ（識別番号＝９９９９９９９９９９）によりログインがされた情
報処理装置２６と連携をしているとする。この場合、通信装置２０における第２表示制御
部８７は、ユーザａがコネクションを形成することが可能な通信相手（例えば、ユーザｂ
、ユーザｃ、ユーザｄおよびユーザｅ）の識別番号を含むコンタクトリストを表示する。
【０１０４】
　続いて、通信装置２０における第２操作制御部８６は、表示したコンタクトリストから
、コネクションを形成する相手装置２２の選択を受け付ける。さらに、通信装置２０にお
ける第２操作制御部８６は、選択した相手装置２２への接続要求の発信操作を受け付ける
（Ｓ２０２）。
【０１０５】
　続いて、通信装置２０における第２表示制御部８７は、通信装置２０における第２操作
制御部８６が発信操作を受け付けた場合、発信中ダイヤログ１００２の表示を開始する（
Ｓ２０３）。通信装置２０における第２表示制御部８７は、例えば図１２に示すような発
信中ダイヤログ１００２を表示する。
【０１０６】
　続いて、通信装置２０における呼制御部８９は、通信装置２０における第２操作制御部
８６が発信操作を受け付けた場合、接続要求を管理装置２８に発信する（Ｓ２０４）。接
続要求には、通信相手として、通信装置２０における第２操作制御部８６により選択され
た相手装置２２が指定されている。
【０１０７】
　続いて、管理装置２８における呼仲介部９４は、通信装置２０から接続要求を着信する
。管理装置２８における呼仲介部９４は、接続要求を着信した場合、通信相手として指定
された相手装置２２に、接続要求を発信する（Ｓ２０５）。
【０１０８】
　また、通信装置２０における第２メッセージ処理部８８は、接続要求を送信した場合、
発信通知メッセージを管理装置２８に送信する（Ｓ２０６）。発信通知メッセージは、接
続要求で通信相手として指定した相手装置２２を示す識別情報を含む。
【０１０９】
　続いて、管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、発信通知メッセージを通信装
置２０から受信する。管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、発信通知メッセー
ジを受信した場合、連携情報を参照して、受信した発信通知メッセージの送信元の通信装
置２０と連携されている情報処理装置２６を特定し、特定した情報処理装置２６に発信通
知メッセージを送信する（Ｓ２０７）。
【０１１０】
　続いて、情報処理装置２６における第１メッセージ処理部８３は、発信通知メッセージ
を受信する。情報処理装置２６における第１表示制御部８２は、発信通知メッセージを受
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信した場合、発信中ダイヤログ１００１の表示を開始する（Ｓ２０８）。情報処理装置２
６における第１表示制御部８２は、例えば図１１に示すような発信中ダイヤログ１００１
を表示する。
【０１１１】
　そして、相手装置２２は、管理装置２８から接続要求を着信する。接続要求を着信した
後、相手装置２２は、相手装置２２の利用者により了承の操作がされた場合、了承応答を
管理装置２８に発信する（Ｓ２０９）。また、相手装置２２は、相手装置２２の利用者に
より拒否の操作がされた場合、拒否応答を管理装置２８に発信する（Ｓ２０９）。
【０１１２】
　そして、通信システム１０は、以下、Ｓ２１０からＳ２１６までの処理を、図９に示す
Ｓ１１０からＳ１１６までの処理の流れと同様に実行する。
【０１１３】
　以上のシーケンスに示すように、通信システム１０は、相手装置２２と通信装置２０と
の間でコネクションを形成する場合において、通信装置２０を操作しても接続要求を発信
させることができる。従って、通信システム１０は、相手装置２２とコネクションを形成
する通信装置２０、および、通信装置２０とは異なる情報処理装置２６の両方を操作して
、接続要求を発信させることができる。
【０１１４】
　図１５は、情報処理装置２６を操作して接続要求を着信する場合の処理の流れを示すシ
ーケンス図である。図１６は、着信中ダイヤログ１０１１が表示された通信装置２０の一
例を示す図である。図１７は、着信中ダイヤログ１０１２が表示された情報処理装置２６
の一例を示す図である。
【０１１５】
　情報処理装置２６を操作して、相手装置２２からの接続要求を着信する場合、通信シス
テム１０は、図１５に示す流れで処理を実行する。
【０１１６】
　まず、相手装置２２は、利用者により発信操作がされた場合、情報処理装置２６または
通信装置２０への接続要求を管理装置２８に発信する（Ｓ３０１）。この場合、接続要求
には、通信相手として、情報処理装置２６または通信装置２０が指定されている。
【０１１７】
　続いて、管理装置２８における呼仲介部９４は、相手装置２２から接続要求を着信する
。相手装置２２から接続要求を着信した場合、管理装置２８における呼仲介部９４は、通
信相手として、情報処理装置２６が指定されているか、通信装置２０が指定されているか
を判断する。管理装置２８における呼仲介部９４は、通信相手として情報処理装置２６が
指定されている場合、連携情報を参照して、情報処理装置２６と連携されている通信装置
２０を特定し、特定した通信装置２０に接続要求を発信する（Ｓ３０２）。また、管理装
置２８における呼仲介部９４は、通信相手として通信装置２０が指定されている場合、指
定された通信装置２０に接続要求を発信する（Ｓ３０２）。すなわち、管理装置２８にお
ける呼仲介部９４は、連携動作をする情報処理装置２６および通信装置２０のうちのどち
らかが通信相手として指定されていても、呼制御を実行することができる通信装置２０に
接続要求を発信する。
【０１１８】
　続いて、通信装置２０における呼制御部８９は、管理装置２８から接続要求を着信する
。通信装置２０における第２表示制御部８７は、接続要求を着信した場合、着信中ダイヤ
ログ１０１１の表示を開始する（Ｓ３０３）。例えば、図１６に示すように、通信装置２
０における第２表示制御部８７は、接続要求の差出元である相手装置２２から着信中であ
ることを示す着信中ダイヤログ１０１１を表示する。なお、着信中ダイヤログ１０１１は
、着信を了承するためのボタンおよび着信を拒否するためのボタンを含んでもよい。
【０１１９】
　また、通信装置２０における第２メッセージ処理部８８は、接続要求を着信した場合、
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着信通知メッセージを管理装置２８に送信する（Ｓ３０４）。着信通知メッセージは、接
続要求の差出元である相手装置２２を示す識別情報を含む。
【０１２０】
　続いて、管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、着信通知メッセージを通信装
置２０から受信する。管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、着信通知メッセー
ジを受信した場合、連携情報を参照して、受信した着信通知メッセージの送信元の通信装
置２０と連携されている情報処理装置２６を特定し、特定した情報処理装置２６に着信通
知メッセージを送信する（Ｓ３０５）。
【０１２１】
　続いて、情報処理装置２６における第１メッセージ処理部８３は、着信通知メッセージ
を受信する。情報処理装置２６における第１表示制御部８２は、着信通知メッセージを受
信した場合、着信中ダイヤログ１０１２の表示を開始する（Ｓ３０６）。例えば、図１７
に示すように、情報処理装置２６における第１表示制御部８２は、着信通知メッセージに
識別情報が含まれていた相手装置２２から着信中であることを示す着信中ダイヤログ１０
１２を表示する。なお、着信中ダイヤログ１０１２は、着信を了承するためのボタンおよ
び着信を拒否するためのボタンを含んでもよい。
【０１２２】
　続いて、情報処理装置２６における第１操作制御部８１は、着信を了承する了承操作を
受け付ける（Ｓ３０７）。情報処理装置２６における第１表示制御部８２は、情報処理装
置２６における第１操作制御部８１が了承操作を受け付けた場合、着信中ダイヤログ１０
１２の表示を終了する（Ｓ３０８）。情報処理装置２６における第１表示制御部８２は、
例えば、図１７に示した着信中ダイヤログ１０１２の表示を終了する。
【０１２３】
　続いて、情報処理装置２６における第１メッセージ処理部８３は、情報処理装置２６に
おける第１操作制御部８１が了承操作を受け付けた場合、了承依頼メッセージを管理装置
２８に送信する（Ｓ３０９）。
【０１２４】
　続いて、管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、了承依頼メッセージを情報処
理装置２６から受信する。管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、了承依頼メッ
セージを受信した場合、連携情報を参照して、受信した了承依頼メッセージの送信元の情
報処理装置２６と連携されている通信装置２０を特定し、特定した通信装置２０に了承依
頼メッセージを送信する（Ｓ３１０）。
【０１２５】
　続いて、通信装置２０における第２メッセージ処理部８８は、了承依頼メッセージを管
理装置２８から受信する。通信装置２０における第２表示制御部８７は、了承依頼メッセ
ージを受信した場合、着信中ダイヤログ１０１１の表示を終了する（Ｓ３１１）。通信装
置２０における第２表示制御部８７は、例えば、図１６に示した着信中ダイヤログ１０１
１の表示を終了する。
【０１２６】
　続いて、通信装置２０における呼制御部８９は、了承依頼メッセージを受信した場合、
了承応答を管理装置２８に発信する（Ｓ３１２）。さらに、通信装置２０におけるコネク
ション形成部９０は、了承応答を発信した場合、中継装置２４にアクセスして、相手装置
２２との間のコネクションを形成する（Ｓ３１３）。
【０１２７】
　続いて、管理装置２８における呼仲介部９４は、発信した接続要求に対する了承応答を
通信装置２０から着信する。そして、管理装置２８における呼仲介部９４は、了承応答を
着信した場合、通信装置２０から着信した了承応答を、接続要求の差出元である相手装置
２２に発信する（Ｓ３１４）。
【０１２８】
　続いて、相手装置２２は、了承応答を管理装置２８から着信する。そして、相手装置２
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２は、了承応答を着信した場合、中継装置２４にアクセスして、通信装置２０との間のコ
ネクションを形成する（Ｓ３１５）。
【０１２９】
　なお、情報処理装置２６における第１操作制御部８１は、着信を拒否する拒否操作を受
け付けてもよい（Ｓ３０７）。この場合、通信システム１０は、以下のような処理を実行
する。
【０１３０】
　情報処理装置２６における第１表示制御部８２は、情報処理装置２６における第１操作
制御部８１が拒否操作を受け付けた場合、着信中ダイヤログ１０１２の表示を終了する（
Ｓ３０８）。また、情報処理装置２６における第１メッセージ処理部８３は、情報処理装
置２６における第１操作制御部８１が拒否操作を受け付けた場合、拒否依頼メッセージを
管理装置２８に送信する（Ｓ３０９）。
【０１３１】
　続いて、管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、拒否依頼メッセージを情報処
理装置２６から受信する。管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、拒否依頼メッ
セージを受信した場合、連携情報を参照して、受信した拒否依頼メッセージの送信元の情
報処理装置２６と連携されている通信装置２０を特定し、特定した通信装置２０に拒否依
頼メッセージを送信する（Ｓ３１０）。
【０１３２】
　続いて、通信装置２０における第２メッセージ処理部８８は、拒否依頼メッセージを管
理装置２８から受信する。通信装置２０における第２表示制御部８７は、拒否依頼メッセ
ージを受信した場合、着信中ダイヤログ１０１１の表示を終了する（Ｓ３１１）。
【０１３３】
　通信装置２０における呼制御部８９は、拒否依頼メッセージを受信した場合、拒否応答
を管理装置２８に発信する（Ｓ３１２）。通信装置２０におけるコネクション形成部９０
は、拒否応答を発信した場合、相手装置２２との間のコネクションを形成しない（Ｓ３１
３を実行しない）。
【０１３４】
　続いて、管理装置２８における呼仲介部９４は、通信装置２０から接続要求に対する拒
否応答を着信する。そして、管理装置２８における呼仲介部９４は、着信した拒否応答を
、接続要求の差出元である相手装置２２に発信する（Ｓ３１４）。
【０１３５】
　続いて、相手装置２２は、拒否応答を管理装置２８から着信する。相手装置２２は、拒
否応答を着信した場合、通信装置２０との間のコネクションを形成しない（Ｓ３１５を実
行しない）。
【０１３６】
　以上のシーケンスに示すように、通信システム１０は、通信装置２０とは異なる情報処
理装置２６により、相手装置２２から着信した接続要求に対する了承操作および拒否操作
をすることができる。
【０１３７】
　図１８は、通信装置２０を操作して接続要求を着信する場合の処理の流れを示すシーケ
ンス図である。
【０１３８】
　通信装置２０を操作して接続要求を着信する場合、通信システム１０は、図１８に示す
流れで処理を実行する。
【０１３９】
　まず、通信システム１０は、以下、Ｓ４０１からＳ４０６までの処理を、図１５に示す
Ｓ３０１からＳ３０６までの処理の流れと同様に実行する。
【０１４０】
　続いて、通信装置２０における第２操作制御部８６は、着信を了承する了承操作を受け
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付ける（Ｓ４０７）。通信装置２０における第２表示制御部８７は、通信装置２０におけ
る第２操作制御部８６が了承操作を受け付けた場合、着信中ダイヤログ１０１１の表示を
終了する（Ｓ４０８）。通信装置２０における第２表示制御部８７は、例えば、図１６に
示した着信中ダイヤログ１０１１の表示を終了する。
【０１４１】
　続いて、通信装置２０における第２メッセージ処理部８８は、通信装置２０における第
２操作制御部８６が了承操作を受け付けた場合、了承通知メッセージを管理装置２８に送
信する（Ｓ４０９）。
【０１４２】
　続いて、管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、了承通知メッセージを通信装
置２０から受信する。管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、了承通知メッセー
ジを受信した場合、連携情報を参照して、受信した了承通知メッセージの送信元の通信装
置２０と連携されている情報処理装置２６を特定し、特定した情報処理装置２６に了承通
知メッセージを送信する（Ｓ４１０）。
【０１４３】
　続いて、情報処理装置２６における第１メッセージ処理部８３は、了承通知メッセージ
を管理装置２８から受信する。情報処理装置２６における第１表示制御部８２は、了承通
知メッセージを受信した場合、着信中ダイヤログ１０１２の表示を終了する（Ｓ４１１）
。情報処理装置２６における第１表示制御部８２は、例えば、図１７に示した着信中ダイ
ヤログ１０１２の表示を終了する。
【０１４４】
　また、通信装置２０における呼制御部８９は、通信装置２０における第２操作制御部８
６が了承操作を受け付けた場合、了承応答を管理装置２８に発信する（Ｓ４１２）。さら
に、通信装置２０におけるコネクション形成部９０は、了承応答を発信した場合、中継装
置２４にアクセスして、相手装置２２との間のコネクションを形成する（Ｓ４１３）。
【０１４５】
　続いて、管理装置２８における呼仲介部９４は、発信した接続要求に対する了承応答を
通信装置２０から着信する。管理装置２８における呼仲介部９４は、了承応答を着信した
場合、接続要求の差出元である相手装置２２に了承応答を発信する（Ｓ４１４）。
【０１４６】
　続いて、相手装置２２は、了承応答を管理装置２８から着信する。そして、相手装置２
２は、了承応答を着信した場合、中継装置２４にアクセスして、通信装置２０との間のコ
ネクションを形成する（Ｓ４１５）。
【０１４７】
　なお、通信装置２０における第２操作制御部８６は、着信を拒否する拒否操作を受け付
けてもよい（Ｓ４０７）。この場合、通信システム１０は、以下のような処理を実行する
。
【０１４８】
　通信装置２０における第２表示制御部８７は、通信装置２０における第２操作制御部８
６が拒否操作を受け付けた場合、着信中ダイヤログ１０１１の表示を終了する（Ｓ４０８
）。また、通信装置２０における第２メッセージ処理部８８は、通信装置２０における第
２操作制御部８６が拒否操作を受け付けた場合、拒否通知メッセージを管理装置２８に送
信する（Ｓ４０９）。
【０１４９】
　続いて、管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、拒否通知メッセージを通信装
置２０から受信する。管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、拒否通知メッセー
ジを受信した場合、連携情報を参照して、受信した拒否通知メッセージの送信元の通信装
置２０と連携されている情報処理装置２６を特定し、特定した情報処理装置２６に拒否通
知メッセージを送信する（Ｓ４１０）。
【０１５０】
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　続いて、情報処理装置２６における第１メッセージ処理部８３は、拒否通知メッセージ
を管理装置２８から受信する。情報処理装置２６における第１表示制御部８２は、拒否通
知メッセージを受信した場合、着信中ダイヤログ１０１２の表示を終了する（Ｓ４１１）
。
【０１５１】
　また、通信装置２０における呼制御部８９は、通信装置２０における第２操作制御部８
６が了承操作を受け付けた場合、拒否応答を管理装置２８に発信する（Ｓ４１２）。通信
装置２０におけるコネクション形成部９０は、拒否応答を発信した場合、相手装置２２と
の間のコネクションを形成しない（Ｓ４１３を実行しない）。
【０１５２】
　続いて、管理装置２８における呼仲介部９４は、通信装置２０から接続要求に対する拒
否応答を着信する。そして、管理装置２８における呼仲介部９４は、拒否応答を着信した
場合、接続要求の差出元である相手装置２２に拒否応答を発信する（Ｓ４１４）。
【０１５３】
　続いて、相手装置２２は、拒否応答を管理装置２８から着信する。相手装置２２は、拒
否応答を着信した場合、通信装置２０との間のコネクションを形成しない（Ｓ４１５を実
行しない）。
【０１５４】
　以上のシーケンスに示すように、通信システム１０は、通信装置２０により、着信した
接続要求に対する了承操作および拒否操作をすることができる。従って、通信システム１
０は、相手装置２２とコネクションを形成する通信装置２０と、通信装置２０とは異なる
情報処理装置２６との両方により、着信した接続要求に対する了承操作および拒否操作を
させることができる。
【０１５５】
　図１９は、変形例に係る第１コネクション確立部３４、第２コネクション確立部４０お
よび仲介部４７の機能構成を示す図である。
【０１５６】
　変形例に係る通信システム１０は、着信した接続要求に対する了承応答または拒否応答
を、情報処理装置２６から発信することができる。この場合、情報処理装置２６における
第１コネクション確立部３４は、図１９に示すように、処理装置内呼制御部９６をさらに
含む。
【０１５７】
　処理装置内呼制御部９６は、相手装置２２との間でコネクションを確立するための接続
要求の発信および着信に関する処理を実行する。例えば、処理装置内呼制御部９６は、着
信した接続要求の了承応答および拒否応答の発信をする。
【０１５８】
　図２０は、変形例における、情報処理装置２６を操作して接続要求を着信する場合の処
理の流れを示すシーケンス図である。
【０１５９】
　変形例において、通信装置２０を操作して接続要求を着信する場合、通信システム１０
は、図２０に示す流れで処理を実行する。まず、通信システム１０は、図１５に示したＳ
３０１からＳ３０８と同一の処理を実行する。
【０１６０】
　続いて、情報処理装置２６における処理装置内呼制御部９６は、情報処理装置２６にお
ける第１操作制御部８１が了承操作を受け付けた場合、了承応答を管理装置２８に発信す
る（Ｓ５０９）。
【０１６１】
　管理装置２８における呼仲介部９４は、発信した接続要求に対する了承応答を情報処理
装置２６から着信する。管理装置２８における呼仲介部９４は、了承応答を着信した場合
、接続要求の差出元である相手装置２２に了承応答を発信する（Ｓ５１０）。
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【０１６２】
　続いて、相手装置２２は、了承応答を管理装置２８から着信する。そして、相手装置２
２は、了承応答を着信した場合、中継装置２４にアクセスして、通信装置２０との間のコ
ネクションを形成する（Ｓ５１１）。
【０１６３】
　また、情報処理装置２６における第１メッセージ処理部８３は、情報処理装置２６にお
ける第１操作制御部８１が了承操作を受け付けた場合、了承通知メッセージを管理装置２
８に送信する（Ｓ５１２）。
【０１６４】
　続いて、管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、了承通知メッセージを情報処
理装置２６から受信する。管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、了承通知メッ
セージを受信した場合、連携情報を参照して、受信した了承通知メッセージの送信元の情
報処理装置２６と連携されている通信装置２０を特定し、特定した通信装置２０に了承通
知メッセージを送信する（Ｓ５１３）。
【０１６５】
　続いて、通信装置２０における第２メッセージ処理部８８は、了承通知メッセージを管
理装置２８から受信する。通信装置２０におけるコネクション形成部９０は、了承通知メ
ッセージを受信した場合、中継装置２４にアクセスして、相手装置２２との間のコネクシ
ョンを形成する（Ｓ５１４）。
【０１６６】
　また、通信装置２０における第２表示制御部８７は、了承通知メッセージを受信した場
合、着信中ダイヤログ１０１１の表示を終了する（Ｓ５１５）。通信装置２０における第
２表示制御部８７は、例えば、図１６に示した着信中ダイヤログ１０１１の表示を終了す
る。
【０１６７】
　なお、情報処理装置２６における第１操作制御部８１が拒否操作を受け付けた場合、通
信システム１０は、以下のような処理を実行する。情報処理装置２６における処理装置内
呼制御部９６は、情報処理装置２６における第１操作制御部８１が拒否操作を受け付けた
場合、拒否応答を管理装置２８に発信する（Ｓ５０９）。
【０１６８】
　管理装置２８における呼仲介部９４は、発信した接続要求に対する拒否応答を情報処理
装置２６から着信する。管理装置２８における呼仲介部９４は、拒否応答を着信した場合
、接続要求の差出元である相手装置２２に拒否応答を発信する（Ｓ５１０）。
【０１６９】
　続いて、相手装置２２は、拒否応答を管理装置２８から着信する。相手装置２２は、拒
否応答を着信した場合、通信装置２０との間のコネクションを形成しない（Ｓ５１１を実
行しない）。
【０１７０】
　また、情報処理装置２６における第１メッセージ処理部８３は、情報処理装置２６にお
ける第１操作制御部８１が拒否操作を受け付けた場合、拒否通知メッセージを管理装置２
８に送信する（Ｓ５１２）。
【０１７１】
　続いて、管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、拒否通知メッセージを情報処
理装置２６から受信する。管理装置２８におけるメッセージ仲介部９３は、拒否通知メッ
セージを受信した場合、連携情報を参照して、受信した拒否通知メッセージの送信元の情
報処理装置２６と連携されている通信装置２０を特定し、特定した通信装置２０に拒否通
知メッセージを送信する（Ｓ５１３）。
【０１７２】
　続いて、通信装置２０における第２メッセージ処理部８８は、拒否通知メッセージを管
理装置２８から受信する。通信装置２０におけるコネクション形成部９０は、拒否通知メ
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ッセージを受信した場合、相手装置２２との間のコネクションを形成しない（Ｓ５１４を
実行しない）。また、通信装置２０における第２表示制御部８７は、拒否通知メッセージ
を受信した場合、着信中ダイヤログ１０１１の表示を終了する（Ｓ５１５）。
【０１７３】
　以上のシーケンスに示すように、変形例に係る通信システム１０は、通信装置２０から
、着信した接続要求に対する了承応答および拒否応答を、管理装置２８に発信することが
できる。
【０１７４】
　図２１は、依頼メッセージの記述例を示す図である。通信システム１０では、例えば、
図２１に示すような形式の発信依頼メッセージ、了承依頼メッセージおよび拒否依頼メッ
セージを用いることができる。図２１に記載したメッセージは、ＪＳＯＮ形式で記述され
ている。また、発信依頼メッセージ内の“ｃｉｄ”の後の値は、宛先を示す識別情報であ
る。
【０１７５】
　図２２は、通知メッセージの記述例を示す図である。通信システム１０では、例えば、
図２２に示すような形式の発信通知メッセージ、着信通知メッセージ、了承通知メッセー
ジ、拒否通知メッセージおよびエラー通知メッセージを用いることができる。図２２に記
載したメッセージは、ＪＳＯＮ形式で記述されている。
【０１７６】
　また、発信通知メッセージ内の“ｔｏ”の後の値は、接続要求の発信先を示す識別情報
である。着信通知メッセージ内の“ｆｒｏｍ”の後の値は、接続要求の差出元を示す識別
情報である。
【０１７７】
　また、エラー通知メッセージは、何れかの段階においてエラーが発生した場合に、送受
信される。エラー通知メッセージの“ｃｏｄｅ”の後の値は、エラーの内容を特定する番
号である。
【０１７８】
　以上説明した本実施形態の情報処理装置２６で実行されるプログラムは、情報処理装置
２６がウェブブラウザを介してネットワーク経由でダウンロードして実行される。また、
情報処理装置２６で実行されるプログラムは、インストール可能な形式または実行可能な
形式のファイルでＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク（ＦＤ）、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ等の
コンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録されて提供されてもよい。また、情報処理
装置２６で実行されるプログラムは、インターネット等のネットワーク経由で提供または
配布されてもよいし、ＲＯＭ等に予め組み込んで提供されてもよい。
【０１７９】
　また、本実施形態の通信装置２０および管理装置２８で実行されるプログラムは、イン
ストール可能な形式または実行可能な形式のファイルでＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディ
スク（ＦＤ）、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ等のコンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録され
て提供される。また、本実施形態の通信装置２０および管理装置２８で実行されるプログ
ラムは、インターネット等のネットワーク経由で提供または配布されてもよいし、ＲＯＭ
等に予め組み込んで提供されてもよい。
【０１８０】
　コンピュータを情報処理装置２６として機能させるためのプログラムは、第１表示入力
モジュールと、第１連携確立モジュールと、第１コンタクトリスト記憶モジュールと、第
１コネクション確立モジュールとを含む。コンピュータは、プロセッサがこれらのモジュ
ールを実行することにより、プロセッサが第１表示入力部３１、第１連携確立部３２、第
１コンタクトリスト記憶部３３および第１コネクション確立部３４として機能する。なお
、これらの機能ブロックは、一部がハードウェアにより実現されてもよい。
【０１８１】
　また、コンピュータを通信装置２０として機能させるためのプログラムは、第２表示入
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力モジュールと、第２連携確立モジュールと、第２コンタクトリスト記憶モジュールと、
第２コネクション確立モジュールと、通信モジュールとを含む。コンピュータは、プロセ
ッサがこれらのモジュールを実行することにより、プロセッサが第２表示入力部３７、第
２連携確立部３８、第２コンタクトリスト記憶部３９、第２コネクション確立部４０およ
び通信部４１として機能する。なお、これらの機能ブロックは、一部がハードウェアによ
り実現されてもよい。
【０１８２】
　また、コンピュータを管理装置２８として機能させるためのプログラムは、コンタクト
リスト管理モジュールと、連携制御モジュールと、連携情報記憶モジュールと、仲介モジ
ュールとを含む。コンピュータは、プロセッサがこれらのモジュールを実行することによ
り、プロセッサがコンタクトリスト管理部４４、連携制御部４５、連携情報記憶部４６お
よび仲介部４７として機能する。なお、これらの機能ブロックは、一部がハードウェアに
より実現されてもよい。
【０１８３】
　以上、本発明の実施形態を説明したが、実施形態は、例として提示したものであり、発
明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その他の様々な形
態で実施されることが可能である。
【符号の説明】
【０１８４】
１０　通信システム
２０　通信装置
２２　相手装置
２４　中継装置
２６　情報処理装置
２８　管理装置
３１　第１表示入力部
３２　第１連携確立部
３３　第１コンタクトリスト記憶部
３４　第１コネクション確立部
３７　第２表示入力部
３８　第２連携確立部
３９　第２コンタクトリスト記憶部
４０　第２コネクション確立部
４１　通信部
４４　コンタクトリスト管理部
４５　連携制御部
４６　連携情報記憶部
４７　仲介部
５１　音声取得部
５２　撮像処理部
５３　合成部
５４　送受信部
５５　分離部
５６　音声出力部
５７　表示出力部
６１　第１ログイン部
６２　連携要求部
６３　第１コンタクトリスト受信部
６４　第２ログイン部
６５　パスコード表示部
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６６　承認部
６７　第２コンタクトリスト受信部
７１　認証部
７２　連携処理部
７３　コンタクトリスト取得部
７４　コンタクトリスト送信部
８１　第１操作制御部
８２　第１表示制御部
８３　第１メッセージ処理部
８６　第２操作制御部
８７　第２表示制御部
８８　第２メッセージ処理部
８９　呼制御部
９０　コネクション形成部
９３　メッセージ仲介部
９４　呼仲介部
９６　処理装置内呼制御部
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１８５】
【特許文献１】特許５８１０６５８号公報

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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